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沖

一

J

■

イ

ギ

リ

ス

に

お

け

る

独
占
形
成
と

ホ

ブ

ソ

ン

先

進
資
本
主

義
国

イ

ギ

リ

ス

に

お

け

る

独

占

形
成
が

､

緩
慢
で

あ
っ

た

こ

と
､

あ
る

い

は
､

諸
外

国
の

独

占

形
成
に

立

遅
れ

た

理

由
に

つ

い

て

は
､

幾
つ

か

の

見
解
が

あ

る
｡

リ

ー

フ

マ

ン

の

心

理

的

説
明

､

レ

ゲ
ィ

の

国

内
､

国

外
に

お

け

る

競
争
に

よ

る

説
明

､

お

よ

び
､

フ

ォ

ー

ゲ
ル

シ

ュ

タ

イ

ン

の

金

融
業
者
の

商
人

的

役
割

(

l
)

を

重

視

す
る

説
明

な

ど
で

あ

る
｡

ま

た
､

こ

の

点

と

関
連
し
て

､

イ

ギ

リ

ス

の

独

占
形

成

過

程
に

お

い

て
､

産
業
独

占
体

と

金

融
独

占
と
の

組
織
的
関
連
の

程
度

､

強
弱
も

一

つ

の

問
題

点

と

な
っ

て

(

2
)

い

る
｡

本
稿
の

目

的
は

､

以

上
の

よ

う

な

問
題

視

角
か

ら
､

J
･

A
･

ホ

ブ

ソ

ン

(

-

O

F

ロ

A
t

打
-

ロ

琶
n

H
O

訂
○

ロ
ー

ー

00

誌
1
-

望
P
)

の

独

占

論

を

検
討
す
る

た

め
の

予

備
的

作
業
で

あ
る

｡

ホ

ブ

ソ

ン

は

イ

ギ

リ

ス

に

お

け
る

独

占

形
成
の

過

濯
を

如

何
に

把

握
し
た

か
｡

か

れ

の

磯

部

浩

一

独

占

論
は

如
何
に

形
成
さ

れ

た

か
｡

か

れ

の

独

占
論
は

､

か

れ

の

理

論
体

系
に

ど
の

よ

う
な

地

位
､

役
割
を

占
め
て

い

る

か
｡

こ

れ

ら
の

諸

問
題
に

答
え

る

た

め
の

準
備

作
業
と

し
て

､

本
稿
に

お

け

る

分

析
対

象
の

中
心

を
､

か

れ

の

『

近

代

資

本

主

義
の

進

化
』

(

つ

訂

由
e

Q

ぎ
叶

訂
夢

見

昏
無

言
(

ぎ
態
.
ぎ
～

訂
∋
､

♭

無

邑
哩

阜
b

旨
G

已

莞

守
Q

乳

喜
叶

吋

冨
)

-

∞

軍
)

に

お

け
る

独

占
分

析
に

お

く
こ

と

に

す
る

｡

と

く
に

､

初

版
(

一

八

九

四

年
)

に

お

け
る

独

占
分

析
と

､

第
二

版

(

一

九

〇

六

年
)

に

お

け

る

分

析
を

比

較
す
る

こ

と

に

ょ
っ

て
､

か

れ

の

独

占
理

論
の

形
成
過

程
を

跡
づ

け
る

こ

と

に

し

た

い
｡

し

た

が
っ

て
､

本
稿
の

目

的
は

き

わ

め
て

限

定
さ

れ

て

お

り
､

主

題
の

追
求
に

お

い

て
､

予

備
的

作
業
を

な

す

も
の

で

あ
る

こ

と

を
､

は

じ
め

に

明

ら
か

に

し
て

お

き

た

い
｡

(

1
)

豊

崎
稔

編

｢

独

占
+

『

経

済

学
新

大

系
』

第
三

巷
､

一

九

五

二

3 ∂う
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年
､

三

九

-
四

一

頁
｡

越
村

信
三

郎

篇
『

最
近

の

独

占

研

究
』

一

九

五

九

年
､

二

〇
一

-
二

一

四

頁
｡

(

2
)

宇

野
弘

蔵
『

経

済

政

策
論
』

(

一

九
五

四

年
初
版
)

一

九

六
一

年
､

一

八

五

-
一

八

九

頁
､

二

二

四

頁
､

注
2

｡

生

川

栄

治

｢

イ
ギ

リ

ス

金

融

資
本
の

成

立
+

(

一

九
五

六

年
初

版
)

一

九

六

二

年
､

三

八

東
､

三

四

六

頁
｡

山

田

秀

雄

｢

ホ

ブ
ス

ン

の

『

帝

国

主

義
論
』

に

関
す
る

覚
書

】
句
-

ロ
P

ロ
O
i

e

→

の

評

価

を

め

ぐ
っ

て

ー
+

『

経

済

研

究
』
､

第
一

〇

巻
第

一

号
､

一

九
五

九

年
｡

入

江

節

次

郎

『

独

占

資
本

イ

ギ

リ

ス

へ

の

道
』

一

九

六
二

年
､

二

七
二

-
二

八
二

頁
｡

鈴

木
鴻

一

郎

扁

『

帝

国

主

義

研

究
』

一

九
六

四

年
｡

遠

藤
湘

吉

編

｢

帝

国
主

義
論
+

(

下
)

『

経

済

学

大

系
』

5
､

一

九
六

五

年
｡

ホ

ブ

ソ

ン

の

独

占
論
は

､

一

八

九
一

年
､

ク

ォ

ー

タ

リ

ー

･

ジ

ャ

ー

ナ

ル

･

オ

ブ
･

エ

コ

ノ
､
､

､

ッ

ク

ス

の

十

月

号
に

発
表
さ

れ

た

論
文

｢

価
櫓
に

お

け
る

独

占
の

要
素
+

(

→
F
e

E
-

e

冒
e

已
○

什

呂
O

n

?

胃
-

y

-

ロ

勺
→
-

完
S
)

を

は

じ

め
と

し
､

一

八

九
四

年
に

『

近

代

資

本

主

義
の

進
化
』

の

初
版

､

一

九

〇
二

年
に

『

帝
国

主

義
論
』

(

h

ヨ
･

七

胃

邑
訂
喜
､

ゝ

哲

邑
撃

-

苫
N

･

)
､

一

九
〇

六

年
に

｢

近

代
資
本

主

義

の

進
化
+

の

第
二

版
を
へ

て
､

一

九

〇

九

年
『

産

業

制

度

論
』

(

つ

訂
+

ぎ
丸

已
叶

1
叫

已

普
監
n

∋
-

ゝ
さ

+

ぎ
q

已
→

哩

丸

邑
Q

内

弓
莞
軋

中
一

邑

【

訂
･

昌
⊇
乱

旨
Q
Q

き
♪

-

苫
(

こ

に

お

い

て
､

完
成
さ

れ

た

と

み

て

よ

い
｡

何
故
か

と
い

え

ば
､

｢

産

業
制
度
論
+

に

お

い

て

独

占

と

関

連
の

給
っ

J

あ

る

第
十

三
早

｢

企

業
の

規
模
+

と
､

第
十
二

幸
｢

ト

ラ

ス

ト

と

独

占
+

は
一

九
一

〇

年
の

改

訂
第
二

版
､

な

ら
び

に
一

九
二

七

年

版
に

お

い

て
､

ほ

と
ん

ど

変
更
が

加
え

ら
れ

て

い

な
い

か

ら

で

あ

る
｡

以

上
に

お

い

て
､

と

く

に

興

味
が

び

か

れ

る

の

は
､

『

近

代

資
本
主

義
の

進
化
』

の

初
版
か

ら

第
二

版
へ

の

変
化
で

あ

る
｡

一

八

九
一

年
か

ら
一

九

〇
二

年
の

時

期
に

は
､

ホ

ブ

ソ

ン

は
､

以

上
の

著
作
に

加

え

て
､

『

貧

困

問

題
』

(

h

で

邑
内

ヨ
h

阜
h

ざ
h

ミ
苧

ゝ
さ

､

虐
已
遥

吋

邑
(

こ
訂
一

己
ざ
監
→
吋

已
(

ぎ
3

乱
軋

託
Q

さ

且
っ

叶

訂
h

♂
Q

→
}

-

∞

空
.

)
､

『

失

業

者
問
題
』

(

ヨ
罠

b
Y

邑
内

ヨ
わ

号
外

訂

S
完
3

息
遥

旦
』
さ

旨
等
号
哩

§
乱

S

由
…

宝
→

已
Q

甘
ぎ
ぎ

ー

∞
爪

声
)

な

ど

を

執
筆
し

て

い

る
｡

ネ

マ

ー

ズ

に

よ

れ

ば
ホ

ブ

ソ

ン

の

過

少
消

費

論

は
､

｢

貯

蓄
･

消

費

此

率
+

の

概
念
と

､

｢

所
得
分

配
の

不

平
等
+

の

概

念
に

よ
っ

て

説
明

さ

れ

る
｡

ホ

ブ

ソ

ン

の

マ

マ

リ

と

の

共

著
の

処
女

作
『

産
業

の

生

理

学
』

(

つ

訂
b
声

篭

邑
Q

墨

阜

訂
乳

ぎ

監

遥
∵

由
乳

讃

S
由
h

ぢ
易

弓
恥

♪
､

(

ぎ
･

ぎ

訂

き
記

聖
u

叫

設

計

由
邑
監

旨
q

づ

訂
葛

叫

設

♪
､

由
宝

萱
ヨ
訂
ク

ー

∞

∞
(

こ

に

お

い

て

は
､

｢

貯
蓄

･

消
費
比

率
+

の

概

念
に

よ

り

過

少

消
費
が

説
明
さ

れ

て

い

る
｡

し

か

し
､

そ

れ

以

後
の

著

作
に

は
､

｢

所

得
分

配
の

不

平
等
+

と
い

う

概
念
が

と

り

上

げ

ら

れ

て
､

貯
蓄

･

消

費
比

率
と
い

う

概
念
と

平
行
し
て

､

独

立
し

て

展
開
さ

仰

恥
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(

3
)

れ

て

い

る
｡

筆
者
は

､

か

つ

て

ホ

ブ

ソ

ン

の

『

帝
国

主

義
論
』

の

形
成
過

程

に

つ

い

て
､

所
得
分

配
の

不

平
等
1
過

剰
貯
蓄
↓
剰
余
の

海
外

投

資
↓
外

交

政

策
へ

の

影
響
1
金

融
家
の

役
割
と

い

う

理

論
的

骨
子

(

4
)

の

展
開
を

跡
づ

け

た
｡

独

占
は

､

い

っ

た

い
､

ホ

ブ

ソ

ン

の

理

論

構
成
の

な

か

で
､

ど
の

よ

う
な

位
置
を

占
め
る

の

で

あ

ろ

う
か

｡

ホ

ブ

ソ

ン

の

初
期
の

著

作
『

産
業
の

生

理

学
』

､

『

貧
困

問
題
』

､

『

失
業
者

問
題
』

の

何
れ

に

お

い

て

も
､

独

占
に

関

す
る

序
述
は

見
当

ら

な
い

｡

ホ

ブ

ソ

ン

が

最
初
に

独

占
を

問
題
と

し
た

の

は
､

さ

き

に

示

し
た

｢

価
格
に

お

け

る

独

占
の

要
素
+

と
い

う

論
文

で

あ

る
｡

こ

れ

は

ク

ォ

ー

タ

リ

ー

･

ジ

ャ

ー

ナ

ル

･

オ

ブ
･

エ

コ

ノ

､

｢

､

ッ

ク

ス

の

一

八

九
一

年
十

月

号
の

巻
頭
論
文

で

あ

る
｡

ホ

ブ

ソ

ン

は

こ

の

論
文
に

お

い

て
､

ま

ず
､

生

産
の

コ

ス

ト

と
､

生

産
の

経
費
(

e

超
2

ロ

詮
由
)

と
を

区

別

す
る

｡

生

産
コ

ス

ト

は

特

定
の

冨
を

生

産
す
る

た

め

に

必

要
と
さ

れ

る

努
力
と

犠
牲
の

合

計
で

あ

る
｡

生

産
の

経
費
は

､

そ

の

努
力

と

犠
牲
を

提
供
さ

せ

る

た

め
の

貨
幣
支
払
い

で

あ

る
｡

コ

ス

ト

は

単
数
の

名

詞
で

あ

る

が
､

種
々

の

努
力
の

集
計
で

あ
っ

て
､

単
一

な

合
計
で

ほ

な
い

｡

し
か

る

に
､

経
費
は

貨
幣
と

い

う
単

一

商
品

に

よ
っ

て

表
現
さ

れ

る

複
数
の

名
詞
で

あ

る
｡

貨
幣
に

ょ

っ

て

集
約
が

可
能
と

な
る

の

て書

は
､

種
々

の

努
力
や

犠
牲
を

貨
幣
表
示
で

測
定

す
る

こ

と

の

出
来

る

｢

共

通

労
働
+

と

い

う

抽
象
概

念
に

よ

っ

て

で

あ

る
｡

こ

の

点

が
一

般
に

認
識
さ

れ

に

く
い

の

ほ
､

あ

い

ま
い

な
､

自
由
競
争
と

い

う

概
念
の

た

め
で

あ

る
｡

す
な

わ

ち
､

自

由

競

争
の

も

と

で

は
､

努
力
の

量
の

み

が

価
値
の

唯
一

の

淑

泉
で

あ
る

｡

そ

こ

で

は

努
力
の

量
､

す
な

わ

ち
､

共

通

労
働
の

み

が

計

算
さ

れ

る

の

で

あ

っ

て
､

労
働
の

質
や

技
能
の

差

異
は

関

係
が

な

い
｡

し

た

が
っ

て
､

自
由
競
争
の

も

と

で

商
品

価
値
が

決
定
さ

れ

る

の

は
､

交
換

者
が

平
等
の

競
争
条
件
の

も

と

に

あ

る

両

商
品
を

選
択
で

き
る

時

だ

け
で

あ
る

｡

そ

し
て

､

自
由
競
争
の

も

と
で

異
な

る

商
品
が

交

換
さ

れ

る

場
合
は

､

共

通

労
働
の

量
に

し

た

が

っ

て

交
換
さ

れ

る

の

で

あ

り
､

こ

の

共

通

労
働
量
が

生

産
コ

ス

ト

を

測
定

す
る

の

で

あ

る
｡

換
言

す
れ

ば
､

労
働
の

技
能
と

質
と

は
､

努
力
の

量
の

差

異
を

意
味
し

な
い

し
､

価
値
あ
る

い

ほ

交
換
率
に

影

響
し

な
い

｡

そ

し
て

､

効
用
は

価
値
の

一

条
件
で

あ
る

が
､

自
由
競
争
の

も

と

で

は

影

響
力
を

も

た

な
い

し
､

価
値

量
の

決
定

要
因
で

は

な
い

｡

し
か

し
､

現

実
の

社
会
で

は

完
全

な

自

由

競

争

は

行

な

わ

れ

ず
､

労

働
の

質
と

技
能
は

､

そ

の

所
有
者
に

独

占
的

要
素
を

与

え

る
｡

し

か

し
､

労
働
の

貿
､

あ

る

い

は
､

技

能
が

価

格
(

貸
金
)

7

に

影
響
を

与

え

る

の

は
､

熟
練
を

所
有
す
る

労
働
者
と

は

無
関
係

朋
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に

作
用

す
る

社

会
的

要
因
に

よ

る
｡

商
品
の

正

常
価
椅
を

決

定

す
る

も
の

は
､

効
用

で

は

な

く
て

､

購
入

者
に

と
っ

て

の

平
均
的

重

要
度
で

あ

る
｡

そ

し
て

､

こ

の

平

均
的
重

要

度
は

､

自
由
競
争
社

会
に

お

い

て

は
､

商
品
に

投
入

さ

れ

た

共

通

労
働
の

量
に

よ

る
｡

こ

の

共

通

労

働
の

量
に

よ

っ

て
､

生

産
コ

ス

ト

が

決
克
さ

れ
､

こ

の

生

産
コ

ス

ト

に

多
数
の

独

占
的

レ

ン

ト

が

加
わ
っ

て
､

生

産
経
費
と

な
る

｡

そ

し

て
､

こ

の

独

占

的
レ

ン

ト

は
､

社
会
的
要
因
に

よ
っ

て

実

現

さ

れ

る

も

の

で

あ

る
｡

以
上

は

｢

価
格
に

お

け
る

独

占
の

要
素
+

(

一

八

九
一

年
)

の

要

点
で

あ

る
｡

ホ

ブ

ソ

ン

は

共

通

労
働
な

る

抽
象
的

概
念
を

認

め
る

こ

と

に

よ
っ

て
､

リ

カ

ー

ド

の

生

産
費
説
を

一

歩
前
進
さ

せ

て

い

る
｡

そ

し
て

､

差

額
地

代

論
に

よ
っ

て
､

地

代
､

準
地

代
の

概
念

を

導
入

し
､

自
由
競
争
が

支

配
し
て

い

な
い

現

実
の

社

会
で

は
､

価
格
の

中
に

独

占

的
要
素
が

入
っ

て

く
る

と

し

て

い

る

の

で

あ

(

5
)

る
｡(

3
)

E
･

声

Z
e

m

m
e
→

払
)

昏
訂
Q

声

§
乳

〔

訂
無
言

書
芸
喜

官
叫

3
.

-

¢

山

戸

(

4
)

拙

稿

｢

イ
ギ

リ

ス

窪

済

政

策
思

想
の

展

開

に

お

け

る
一

断

面

-

-
J

･

A
･

ホ

ブ

ソ

ン

の

『

帝

国
主

義
論
』

形

成

過

程

を

め

ぐ
っ

て

-
+

『

一

橋
論

叢
』

､

第
四

十

九
巻

､

第
一

号
､

一

九

六
三

年
｡

(

5
)

ホ

ブ

ソ

ン

に

は

地

代

諭
に

関

す
る

論

文

も

あ

り
､

か

れ

の

価

卵

価

論
､

地

代

論
の

検

討
は

､

あ

ら

た

め

て

行
な

う
こ

と

に

し
た

い

｡

3

J
･

A

J
H

O

訂
｡

ロ
】

｡

→

訂
J
p

宅

O
f

t

訂

→
F
→

e

e

声
e

ロ
t
∽

㌔

の
宮

弓
･

叶

胃
哩

･

訂

弓
き

已

見

向
芸

営

邑
琵

}

A
p

]

己

こ
∞

2
.

こ

『

近

代

資
本
主

義
の

進
化
』

の

初
版
(

一

八

九
四

年
)

と
､

第
二

版
(

一

九

〇
六

年
)

に

お

け

る
､

ホ

ブ

ソ

ン

の

独

占
分

析
の

跡
づ

け

を

す
る

前
に

､

こ

の

時
期
に

お

け
る

､

主
と

し
て

､

イ

ギ

リ

ス

の

独

占

研

究
の

文

献
の

主

要
な

も
の

を

挙
げ

れ

ば
､

つ

ぎ
の

と
お

り

(

6
)

で

あ

る
｡

E
･

ナ

∽
H

已

声
→
辞
内

L

宕
ぢ

ゴ
i

邑
恥

9
ヨ
ひ
叫

責
叶

訂
3

昏
完
ヨ
Q

阜
-

∞

選
一

弓
･

J
●

A
巴
F
-

e

ワ

e

P
､

b
3 .

叶

訂
計

h

≡
叫

已
叶

3.
筏
-

-

害
い

.

C
F
P

廿

日
巴
}

)

ト

§
昌
旨
吋

言

9

誉
さ

旨
丸

琵
叶

喜
-

苫
P

A
･

控
【

P

み

弓
e
-

-
-

旨
丸

ミ
几

ま
已

竜
Q

訂

莞
苧

ゝ

9

息
弓

邑
完

染
ざ
叫

哩

曳

邑
已
叶

3 .

已

卜

母
心

ぎ

向

凛
～

S
阜

屯

笥
ヨ

§
ぎ

§
乳

ゝ
喜
笥
叫

昌
T

N

く
○
】

∽
.

-

-

苫
P

H
･

弓
･

呂
琶
3
∽
t

¥

ヨ
岩

ゴ
･

2

箆

昏
罠
∋

3
こ
さ

+

甲

註
旨
+

ぎ
札

已
叶

遥
1

ゝ

染
ま
〔

首

ミ
っ

b
､
已

叫

莞
h
k

苧
笥
邑
岩
叶

叫

Q

ぷ

一

芸
ロ

し
た

が
っ

て
､

『

近

代

資
本
主

義
の

進
化
』

の

初

版

は
､

イ

ギ

リ

ス

の

独

占

分

析
を

扱
っ

た

先

駆
的

著
作
で

あ

り
､

再
版
は

､

そ

の

後
､

右
に

示

さ

れ

た

よ

う
な

諸

研

究
の

成

果
を

と

り
い

れ

て

い

七

●

●l
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( 5 9 ) イ ギ リ ス に お け る 独 占形 成 と ホ ブ ソ ン

る

も
の

と

思

わ

れ

る
｡

｢

近

代

資
本

主

義
の

進
化
+

が

執
筆
さ

れ

た

事
情
は

､

ホ

ブ

ソ

(

7
)

ン

白
身
の

回

顧
に

よ

れ

ば
､

お

お

よ

そ

次
の

と

お

り

で

あ
っ

た
｡

こ

の

書
物
は

､

コ

ン

テ

ン

ポ

ラ

リ

ー
･

サ

イ

エ

ン

ス

･

シ

リ

ー

ズ

の

中
の

一

巻
と

し
て

計
画

さ

れ
､

フ

ェ

ビ

ア

ン

主

義
者
の

ウ

ィ

リ

ア

ム

一

ク

ラ

ー

ク
(

W
-

-

-

訂
ヨ

C
-

当
村
e
)

が

執
筆
す
る

予

定
で

あ
っ

た
｡

と
こ

ろ
が

､

ク

ラ

ー

ク

が

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

と

し
て

の

仕

事

に

多
忙
で

あ
っ

た

た

め
､

ホ

ブ

ソ

ン

が

執

筆

す
る

こ

と

と

な
っ

た
｡

か

れ

は
､

当

時
､

比

較
的
に

時
間
の

余
裕
が

あ

っ

た

こ

と

と
､

講
義

-
か

れ

は

『

産
業
の

生

理

学
』

の

出
版
に

よ

り
､

大

学
に

正

規
の

ポ

ス

ト

を

得
ら

れ

な

く

な
っ

た

が
､

当

時
､

オ

ッ

ク

ス

フ

ォ

ー

ド

の

学
外

講
座
の

講
師

を

し
て

い

た

一
に

役
立
つ

と

い

う

理

由
で

､

こ

の

書
物
の

執
筆
を

び

き

う
け

た
｡

こ

の

書
物
に

お

い

て
､

ホ

ブ

ソ

ン

は
､

機
械
と

動
力

が

経
済

､

と

く
に

､

労
働
に

与

え

た

影
響
を

問
題
と

し
､

経

済
全

体
の

生

産
と

消

費
の

量
的

関

係

に

及
ん

で

い

る
｡

さ

い

き
ん

､

フ

ロ

ー

レ

ン

ス

は
､

つ

ぎ
の

よ

う

に

書
い

て

い

る
｡

｢

(

産
業
)

展
開
は

稚
続
的

な

動
態

的

過

程

で

あ

る
｡

い

か

な

る

発
展
段
階
に

お

い

て

見

出
さ

れ

る

諸
特

色
､

あ

る

い

は
､

諸

特

徴
も

､

そ

れ

ら

が

指

摘
さ

れ

る

前
に

､

出
来
事
の

動

向
が

､

ま

ず
､

可

能
な

ら
ば

量
的
に

跡
つ

け

ち

れ

る

べ

き

で

あ

る
｡

『

資
本
主

義
の

進
化
』

に

お

け

る

1
･

A
･

ホ

ブ

ソ

ン

は
､

こ

(

8
)

の

よ

う
な

動
向
の

量
的
把

握
の

先

駆
者
で

あ
っ

た

…

…
｡

+

さ

て
､

『

近

代
資
本

主

義
の

進
化
』

の

初
版
に

お

い

て
､

独

占

の

叙
述
に

あ

て

ら
れ

て

い

る

の

は
､

第
五

章
資
本
に

お

け
る

諸
独

占
の

形
成
(

→
F
e

句
｡

ヨ
･

邑
｡

n

O
竹

串
じ

星
匂
○

亡
e

:
ロ

C

名
i

邑
)

と
､

第

六

章
､

ト

ラ

ス

ト

の

経

済

力
(

E
O

ロ
○

邑
○

ぎ
弓
①

謡

｡
f

旨
e

→
コ
ー

S
t

)

で

あ

る
｡

第
五

章
､

資
本
に

お

け
る

諸

独

占
の

形
成
に

お

い

て

は
､

ま

ず
､

経
営
の

大

規
模
化

利
益
の

原
理

と

し
て

､

大

企

業
の

生

産
力
の

経

済
と

､

競
争
力
の

経
済
が

説
明
さ

れ

る
｡

生

産
力
の

経

済
と

は
､

㈲
大

量
に

原
料
資
材
を

購
入

運

搬
す
る

こ

と
､

お

よ

び
､

大
量
に

製
品
を

販
売
運

送
す

る

こ

と

に

よ

る

経
費
の

節

約
､

仙
最
良
の

機

械
を

使
用

す
る

利
益

､

付
補
助

的
生

産
過

程
を

､

主

要
生

産
過

程

と

同
一

場
所
に

お

い

て
､

有
機
的
に

結
合
さ

せ

る

こ

と

に

よ

る

利

益

(

た

と

え

ば

修

繕
工

場
や

倉
庫

な

ど
)
､

細
管
理

､

監

督
､

事
務
費

の

節
約

､

㈲
場
所
(

地

代
)

の

節
約

､

㈹
廃

品

の

利

用
､

㈲
機
械

お

よ

び

産
業
組
織
に

関
し
て

実
験
を

行

な
い

う
る

こ

と
の

利
益

､

で

あ

る
｡

競
争
力
の

経
済
と

は
､

叫
広
告

､

旅
行

､

地

方

代
理

店

な

ど
の

諸

費
用
の

節

約
､

肘
生

産
技
術
お

よ

び

特
許
の

独

占
的

利

9

用
､

付
労
働
力

､

原
料
に

対

す
る

買
手

独

占
と

､

消

費
者
に

対

す

朗
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る

売
手

独

占
で

あ

る

(

初

版
一

一

七

1
一

一

九

頁
)

¢

大
規
模
化

利
益
の

原
理
に

よ

っ

て
､

企

業
の

規
模
は

拡
大

す
る

が
､

市
場
の

拡
大
が

同
じ
ベ

ー

ス

で

行
な

わ

れ

な
い

場
合
に

は
､

競
争
は

激

化

し
､

企
業
数
の

減

少
が

は

じ

ま
る

｡

企
業
数
が

減
少

し
て

も

競
争
は

､

ま

す
ま

す

激
し

く

な

り
､

商
慣
習
に

お

け

る

人

格
的
要
素
も

消
失
し

て
､

相
互

に

遠
慮
会

釈
の

な
い

競
争
へ

と

突

入

す
る

(

初
版

一

一

九

1
一

ニ
ー

頁
)

｡

こ

の

よ

う
な

競
争
状
態
の

も

と

で

高
利
潤
を

確
保
す
る

途
は

､

独

占
に

よ

る

か
､

競
争
を

制
限

す
る

以

外
に

は

な
い

｡

そ

の

た

め

に
､

企
業
間
の

部
分

的
共

同
の

方

式
が

と

ら
れ

､

失
敗
を

く

り
か

え

し

な
が

ら
､

や

が

て
､

連
合
と
い

う
密
接
な

共

同
の

形

態
が

と

ら
れ

る

に

い

た

る
｡

∴
ン

ン

ジ

ケ

ー

ト

や

ト

ラ

ス

ト

が

そ

れ

で

あ

り
､

こ

れ

は
､

大

規
模
化

競
争
の

論
理

的
帰

結
で

あ

る

(

初

版
一

二

五

-
一

二

六

頁
)

｡

い

ろ
い

ろ

な

産
業
に

お

け

る

価

格
協
定
の

実
情

､

諸

種
の

連
合

の

実
例

､

ト

ラ

ス

ト

の

法
的

性
希
と

経
済
的

性
椅

､

ス

タ

ン

ダ

ー

ド
･

オ

イ
ル

･

ト

ラ

ス

ト

の

例
な

ど
の

説
明
の

あ

と
で

､

さ

い

ご

に
､

独

占
の

産
業
的
条
件
と

し
て

､

㈲
自
然
お

よ

び

土

地

と
の

関

連
の

強
い

産

業
､

㈲
輸
送
お

よ

び

流
通
の

利
益
の

上
で

､

大

量
に

扱
う
必

要
の

あ
る

商
品

､

付
精
密
で

高
価
な

機
械
を

必

要
と

し
､

固
定

資
本
の

割
合
が

大
き

く
､

大

量
生

産
の

利
益
が

大
き
い

産
業

紬
〔

J

な

ど
の

要
因
が

あ

げ

ら

れ

て

い

る

(

初

版
一

三

九

-
一

四
二

頁
)

｡

第
六

章
､

ト

ラ

ス

ト

の

経
済
力
で

は
､

叫
生

産
の

初
期
段
階

､

あ

る

い

は
､

最
終
段
階
に

お

け
る

支
配
力

､

仙
現

実
の

､

ま
た

､

潜
在

的
な

競
争
者
に

対

す
る

支
配
力

､

的
ト

ラ

ス

ト

の

従

業
員
に

対
す

る

支

配
力

､

仙
消
費
者
に

対

す

る

支

配
力
が

ま

ず
検
討
さ

れ

る
｡

㈲
農
民
や

石

油
採
掘
業
者
の

よ

う

な

未
組
織
の

生

産
者
に

対

し
て

､

輸
送

段
階
を

支
配
す

る

こ

と
に

よ

っ

て
､

原
料
の

買
手

独

占
が

成
立

す
る

｡

仙

競
争
者
に

対

す
る

ト

ラ

ス

ト

の

手

段
は

競
争

企
業
の

買
収
で

あ

る

が
､

そ

の

買
収

価
蒋
は

､

そ

の

企

業
の

資
産

価
値
で

は

な

く
て

､

買
収
を

拒
香
さ

れ

た

た

め
に

生

ず
る

で

あ

ろ

ぅ
と

こ

ろ
の

損
失

額
で

あ

る
｡

糾
ト

ラ

ス

ト

の

従

業
員
は

高
賃
金

労
働
者
で

あ

る

と

は

限
ら

な
い

｡

ト

ラ

ス

ト

の

も

と
で

ほ

労

働
賃

金

は

固
定

資
本
化
さ

れ

る
｡

非
能
率
工

場
の

閉
鎖
に

よ

り
エ

場
主

は

ト

ラ

ス

ト

か

ら

補
償
さ

れ

る

が
､

そ

の

エ

場
の

従

業
員
に

ほ

何

の

補
償
も

な

く

失

業
者
と

な
っ

て

し

ま

う
こ

と
が

多
い

｡

仙
ト

ラ

ス

ト

の

本

質
は

独

占
で

あ
り

､

高
価
格
の

維

持
が

目

的
で

あ

る

が
､

ト

ラ

ス

ト

の

価
椅
が

低
下

す

る

場

合

も

あ
る

｡

ト

ラ

ス

ト

が

消

費
者
の

不

利
に

な
る

よ

う

な

価
格
規

制
力
を

も
つ

と
い

う
こ

と

は
､

演
繹
に

よ

っ

て

し
か

証

明
で

き
な
い

｡

問
題
は

商
品
の

需
要

q

●

鵬
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叶

一

弾
力

性
で

あ
る

｡

収

穫
逓

増
の

法
則
の

支

配
下

に

あ

り
､

大

量
生

産
の

利
益
の

あ

る

商
品
は

､

供
給
を

増
大

す
れ

ば
､

価
椅
は

低
下

す
る

｡

こ

の

場
合

､

需
要
の

弾
力
性
が

大
で

あ
っ

て
､

価
椅
の

低

下
に

つ

れ

て

需
要
が

著
し

く

増
大
す
る

な

ら
ば

､

価
格
が

下

が
っ

て

も

供
給
量
を

増
大

す
る

｡

ま

た

需
要
の

弾
力

性
が

小
さ

く
て

､

価
格
を

下

げ
て

も

需
要
は

増
大

し

な
い

場
合
は

､

供
給
を

制
限
し

て
､

比

較
的

少
量
を

高
価
格
で

売
る

と

有
利
と

な
る
(

初
版

一

五

四

-
一

五

五

頁
)

｡

換
言
す
れ

ば
､

限

界
効
用
が

急
速
に

低
下

す
る

商

品

は
､

価
格
を

下

げ

な
い

よ

う
に

し

て
､

少
量
を

販

売

す
る

方
が

有
利
で

あ

る

し
､

逆
の

場
合
に

ほ
､

価
格
を

下

げ
て

も

大

量
に

販

売
す
る

方
が

有
利
と

な

る

(

初

版
一

六
二

頁
)

｡

(

6
)

H
.

弓
.

呂
P
O

言
賢
y
､

3
岩

づ

⊇
監

』

き
e

内

∋

票
叶

見

守
鞋
叫

宗

旨
乳

莞
叶

喜
-

苫
P

A

等
e

n
d
-

粥

く
･

Z
O
t
e

S

O

ロ

→

2
賢

E
t

e

岩
･

t

E
J

e
〉

勺

p
.

訟
∞

1
い

∞

p

を

参
照

｡

(

7
)

1
.

A
.

H
O

訂
O

n
-

9
→

さ
設
吋

3
h

曳

§
内
岩

営
ヨ

叫

Q

拙

守
邑
Q

)

-

¢

い

00
〉

せ

p
.

い

ぃ

-
い

叫
t

(

8
)

吋
.

S
一

句
-

○

蒜
ロ
O

e
}

巨
富
Q

邑
Q
h

§
丸

誓
3 .

Q

訂

墨

曳

旨
丸

∈
叶

喜

』

知

畏
訂
監
訂

』
3

已
篭
訂

ミ
.

b

箪
軋
Q

七
3
無
声
叶

､

-

¢

窒
-

ワ

ー
･

三

『

近

代

資
本
主

義
の

進
化
』

の

第
二

版
(

一

九

〇

六

年
)

で

ほ
､

独

占
に

関

す
る

部
分
が

大

幅
に

改
訂
さ

れ

て

い

る
｡

第
二

版
の

序

文
に

ょ

れ

ば
､

こ

の

改

訂
に

つ

い

て
､

イ

ギ

リ

ス

の

独

占
に

閲
す

(

9
)

る

資
料
で

は
､

マ

ク

ロ

ス

テ

ィ

に
､

ア

メ

リ

カ

の

独

占
に

つ

い

て

は
､

イ

ー

リ

イ

と
ジ
ュ

ン

ク

ス

に

負
う
と
こ

ろ
が

多
い

と

記
さ

れ

て

い

る

(

戸

→
･

E
-

y

昏
喜
七
Q

ぎ
わ

§
丸

字
∈
叶

メ

一

書
○
い

l
･

W
･

l

e

n

打
払

-

つ

訂

ゴ
貞
已

h
で
Q

監
缶

ヨ
ー

一

芸
○

〕
｡

第
二

版
に

お

け
る

独

占
分

析
は

､

第
七

草
｢

資
本
の

諸

連
合
+

､

第
八

草
｢

カ

ル

テ

ル

と
ト

ラ
ス

ト
+

､

第
九

章
｢

ト

ラ

ス

ト

の

経

済
力
+

に

お

い

て

展
開

さ

れ

て

い

る
｡

構
成
上

は
､

初
版
の

｢

資

本
に

お

け
る

諸
独

占
の

形
成
+

が
､

｢

資
本
の

諸

連

合
+

と

｢

カ

ル

テ

ル

と

ト

ラ

ス

ト
+

の

二

幸
に

分
か

れ

て
､

内

容
も

充
実
さ

れ

て

い

る
｡

｢

ト

ラ

ス

ト

の

経
済
力
+

は

内
容
に

若
干
の

変
化

は

あ

る

が
､

章
内
の

節
の

構
成
に

は

殆
ど

変
化

が

な
い

｡

第
二

版
に

お

け

る
､

も

う
一

つ

の

大
き
い

変
化

は
､

第
十

草
｢

金
融
業
者
+

が

新
し

く

追
加
さ

れ

て

い

る

こ

と

で

あ

る
｡

こ

の

事
に

つ

い

て

は
､

『

帝
国

主

義
論
』

(

一

九

〇
三

年
)

に

お

け

る

独

占
と
の

関

連
で

､

こ

の

次
の

項
■
に

お

い

て

と

り

上

げ
る

こ

と

に

す
る

｡

第
二

版
の

独

占
分

析
の

内
容
に

つ

い

て

み

よ

う
｡

『

資
本
の

諸

連
合
』

に

お

い

て

は
､

冒
頭
か

ら
近

代
資
本
主

義
の

発
展
と

と

も

ヱ

に
､

必

然
的
に

競
争
が

激
化

す
る

こ

と

が

拍

摘

さ

れ

る
｡

そ

し

3 9
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て
､

初
版
の

独
占
分

析
の

冒
頭
に

あ
っ

た

生

産
力
の

経

済
と

競
争

力
の

経
済
は

､

第
二

版
に

お

い

て

追
加
さ

れ

た

第
五

章
｢

近

代

経

営
の

規
模
と

構
造
+

の

第
十

節
､

第
十

一

節
に

そ

の

ま

ま

収
め

ら

れ

て

い

る
｡

こ

の

事
で

ほ
､

輸
送
産

業
､

銀

行

業
お

よ

び

保

険

業
､

流
通
過

巷
､

お

よ

び
､

農
業
に

お

け
る

集
中
が

大
き

な

比

重

を

も
っ

て

と

り

上

げ

ら

れ

て

い

る
｡

そ

し
て

､

大
企

業
と

小

企
業

の

比

較
､

な

ら

び

に
､

小

企

業
の

残

存
の

問
題
が

論
ぜ

ら

れ

て

い

る
｡

資
本
主

義
に

お

け
る

集
中

傾
向
と

分

散
傾
向

(

8
声
n

訂

ユ
e

苧

計
ロ
O
u

:
O

C

O

n
｡

e

n
什

邑
-

く
e

｡

P

p
-

邑
訂
m
)

が

と

も

に
､

こ

の

段
階
に

お

い

て

認
識
さ

れ

た

わ

け
で

あ

る
｡

｢

カ

ル

テ

ル

と
ト

ラ

ス

ト
+

の

章
で

は
､

初
版
と

は

異
な
っ

て

企
業
の

大

規
模
化
が

､

そ

の

ま

ま

で

は
､

独

占
に

つ

な
が

ら

な
い

こ

と

が

明

確
に

指
摘
さ

れ

る
｡

資
本
の

集
中
の

み

で

有
効
な
ト

ラ

ス

ト

が

形
成
さ

れ

る

場
合

､

産
業
の

分

野
で

は

な

く
て

､

銀
行

､

保
険

､

金

融
な

ど
､

近

代

資
本
主

義
の

本

質
的

勢
力
の

支
配
す
る

分

野
に

限

定
さ

れ

る

か

ら
で

あ

る
｡

(

第
二

版
､

一

九
二

-
三

頁
)

｡

企

業
の

大

規
模
化
が

独

占
へ

と

転
化
す
る

の

ほ
､

独

占
を
生

む

経

済
的
条
件
の

存
在
が

必

要
で

あ

る
｡

こ

の

点

は
､

初
版
に

お

い

て

も
､

独

占
の

産
業
的

条
件
と

し

て

指
摘
さ

れ

て

い

た
｡

し
か

し
､

第
二

版
で

は
､

独

占
の

支

持
的

要
因
と

し
て

､

関
税

､

鉄
道

､

自

然
資
渡

､

な

ら

び

に
､

ト

ラ

ス

ト

の

形

成

者
と

し
て

の

企

業
粗
織

鎗3

の

天

才
な

ど
の

諸

要
因
が

､

さ

ら
に

詳
し

く

と

り

上

げ

ら
れ

て

い

る
｡

｢

ト

ラ

ス

ト

の

経
済
力
+

の

章
で

は
､

書
き

改
め

ら
れ

た

部
分

や
､

追
加
さ

れ

た

部
分

は

あ
る

が
､

大

筋
に

お

い

て

の

変
化
は

み

ら
れ

な
い

｡

第
二

版
に

お

け
る

独

占
の

叙
述
で

は
､

カ

ル

テ

ル

や

ト

ラ

ス

ト

の

具
体

例
が

､

初
版
に

此
し

て
､

著
し

く

豊

富
と

な
っ

て

い

る

こ

と

ほ

言

う

ま
で

も

な
い

｡

(

9
)

マ

ク

ロ

ス

テ

ィ

の

書
物
は

注
(

6
)

に

示

さ

れ
て

い

る

よ

う
に

､

一

九

〇

七

年
の

出
版
で

あ

る
｡

し

た

が
っ

て
､

ホ

プ

ソ

ン

が

利

用
し

た
の

は
､

エ

コ

ノ

ミ

ァ

ク
･

ジ

ャ

ー

ナ

ル

一

九

〇
二

年
に

発
表
さ

れ

た

論

文

な

ど
で

あ
る

と

思
わ

れ

る
｡

『

帝
国

主

義
論
』

(

一

九

〇
二

年
)

の

経

済
的

分

析
は

､

第
一

部

｢

帝
国

主

義
の

経

済
学
+

の

第
六

章
｢

帝
国

主

義
の

経

済
的
根
砥
+

(

→
F
e

E
c

O

ロ
○

巨
-

○

→
P

勺

3
0
什

O

f

I

m
七
e

ユ
巴
-

∽

ロ
ー

句
○

仁

ユ
F

H

ロ
}

七

宗
甲

巴
○

ゴ

ー

望
T

00
ー

p

p
一

ご
-
諾

い

矢

内

原

訳
､

上

巻
､

一

一

七

-
一

五
一

頁
｡

)

で

あ

る
｡

こ

の

第
六

章
ほ

､

同

じ
一

九

〇
二

年
に

､

コ

ン

テ

ン

ポ

･q

●
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■

●

テ

リ

ー

･

リ

グ
ユ

ー

誌
に

同

じ

表
題
の

論
文
と

し

て

発
表
さ

れ
､

内

容
に

も

変
更
を

加
え

ず
､

そ

の

ま

ま
､

本

書
に

収
録
さ

れ

た

も

の

で

あ
る

(

〔

ぎ
訂
→
}

ぢ
胃
e

･

哩

出
塁

叫

蔓
〉

く
○
-

.

∞
N

-

勺

p
.

N

-

¢

-
N

山

N

〕
｡

こ

の

｢

帝
国

主

義
の

経

済
的

根
砥
+

に

お

い

て
､

企

業
の

激
し

い

競
争
の

時
期
に

つ

づ

く

合
併
の

過

程
が

指
摘
さ

れ

る
｡

す
な
わ

ち
､

カ

ル

テ

ル
､

ト

ラ

ス

ト

の

形

成
が

進

展

す
る

｡

こ

れ

は
､

｢

空

前
の

規
模
を

以
て

自
動
的

蓄
積
の

過

程
が

始
ま
っ

た
+

(

邦

訳
､

一

二

九

頁
)

こ

と

を

意
味
す
る

｡

す
な
わ

ち
､

独

占
の

形

成
が

､

｢

有
効
に

使
用
さ

れ

得
る

資
本
の

量
を

制
限

す
る

と

同

時
に

､

新

た

な

資
本
の

渡

泉
と

な

る
べ

き

利
潤
部
分
を

増
大
+

(

邦

訳
､

一

三

〇

頁
)

す
る

の

で

あ

る
｡

ト

ラ

ス

ト

の

内

部
に

蓄
積
さ

れ

る

資

本

は
､

自
ら
の

産

業
内

部
に

投
資
先

を

見

出
す
こ

と

が

出
来
な
い

｡

か

く

し
て

､

ト

ラ

ス

ト

の

外

部
に

投
資
先
が

求
め

ら

れ

る
｡

投
資

先
を

求
め

る

過

剰
資
本
の

外

国
へ

の

進
出

､

す
な

わ

ち
､

資
本
輸

出
が

帝
国

主

義
の

漁

泉
で

あ

る
｡

｢

帝
国

主

義
の

経

済

的

根
元
で

あ
る

と

こ

ろ
の

過

剰
蓄
積

は
､

分

析

す

れ

ば
､

地

代
･

独

占

利

潤
､

及
び

そ

の

他
の

不

労
も

し

く

は

超
過

所
得
部
分
よ

り

成

る
+

(

邦

訳
､

一

四

二

頁
)

と

さ

れ

る

の

で

あ
る

｡

し

た

が
っ

て
､

｢

帝
国
主

義
論
+

の

形

成

過

程
に

お

け

る
､

所

得
分

配
の

不

平
等
↓
過

剰
貯

蓄

↓
剰
余
の

海
外

投
資
↓
外
交

政

策

へ

の

影
響
↓
金

融
業
者
の

役
割
と

い

う

理

論
的

骨
子
に

お

い

て
､

所
得
分

配
の

不

平

等
1
過

剰
貯
蓄

1
剰
余
の

海
外

投
資
と

い

う

展

開
の

背
後
に

あ

る

も
の

は
､

近

代

資
本

主

義
の

発
展
に

お

け
る

独

占
の

形
成

過

程
に

ほ

か

な

ら

な
い

､

と

い

う
こ

と
が

出
来
よ

う
｡

ホ

ブ

ソ

ン

は
､

資
本

輸
出
が

帝
国
主

義
の

原
動
力
で

あ
り

､

帝

国
主

義
諸

政

策
を

推
進
す
る

計
算
頭
脳
は

金

融
業
着
で

あ

る

と

す

る
｡

こ

の

金

融
業
者
の

役
割
に

つ

い

て

は
､

さ

き

に

も
ふ

れ

た

よ

う
に

､

『

近

代
資
本

主

義
の

進

化
』

の

初
版
(

一

八

九

四

年
)

に

は

と
り

上

げ

ら

れ

て

い

な
い

で
､

第
二

版
(

一

九

〇

六

年
)

に

新
し

く

一

章
を

与

え

ら

れ

て

い

る
｡

『

帝
国
主

義
論
』

に

お

け

る

金

融

業

者
の

役
割
は

､

ま

ず
､

｢

南
ア

フ

リ

カ

に

お

け
る

資
本

主

義
と

帝

国

主

義
+

(

｡

C

名
言
P
-

-

仏

日

甲
ロ

み

H

2
p
e

ユ
已
i

仏

日
i

ロ

貯
ま
F

A
f

旨
P

㌔

9
邑
恥
→

竜
Q

⊇
表

出
昌
訂
弓

-

d

d
-

･

ヨ
)

-

苫
〇

･

宅
･

-

-
-

ご

に

お

い

て

明

ら
か

に

さ

れ

た
｡

こ

の

論
文
と
『

帝

国
主

義
論
』

を

経
て

､

『

近

代
資
本
主

義
の

進
化
』

第
二

版
の

｢

金

融
業
者
+

の

辛
が

つ

け

加

え

ら
れ

た

わ

け

で

あ

る
｡

つ

ぎ
に

､

そ

の

内

容
を

概

略
し

ょ

う
ぺ

ま

ず
､

近

代
資
本

主

義
の

構
造
は

､

産
業
社

会
の

金

融
機
構
を

動
か

す
金

融
階
級
(

ロ

ロ
P
ロ
0

6
.

-

○
-

P

訟
)

に
､

ま

す
ま

す
増
大

す

る

カ
を

与
え

る

必

然
性
を

も
つ

こ

と
が

指
摘
さ

れ

る
｡

産
業
構
造
の

り

J

発
展
は

､

企

業
経
営
の

構
造

変

化

を
も

た

ら

し
､

ヴ
ェ

ブ

レ

ン

の

詔
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い

う
｢

金

銭
的
階

級
+

(

｡
-

琵
∽

○
巾

匂
e

O

声
n

ぎ
+

y

e

超
e

ヱ
を

資
本

家

一

般
よ

り

分

離
し

､

経

済
体

制
の

頂
点
に

あ

る

権
力
の

座
に

つ

か

せ

る

に

い

た

る

(

第
二

版
､

二

三

五

-
六

頁
)

｡

無

数
の

小

資
本
家
(

P

的

3
P
t

O

名
言
a
-

i

賢

p

3
-

e
t

賀
6

.

什

)

は
､

労

働
者
が

自
ら
の

労
働
を

売
ら

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

よ

う
に

､

か

れ

ら
の

資
金

を

金

融
業
者
に

売
り

渡
さ

な

く

て

は

な

ら

な
い

｡

大

量

の

資
金

と

信
用

と
が

金

融
機
構
の

基
礎
を

形

成
す
る

｡

信
用
は

企

業
の

予

想

収

益

を

基
盤

と
し

て

成
立

す
る

｡

そ

し
て

資
本
主

義
の

基

盤
も

､

こ

の

予

想

収
益
に

依
存
す
る

｡

予

想

収

益

は

実
物

資
産

(

土
地

､

建
物

､

機

械
､

株

式

な

ど
)

と

無
形
資
産
(

特

許
､

の

れ

ん

な

ど
)

の

評

価
に

ょ
っ

て

計
算
さ

れ

る
｡

実
物
資
産
は

生

産

費
､

償

却
費
な

ど

に

よ

り

評
価
さ

れ

る
｡

無
形
資
産
は

純
生

産
性

､

す
な

わ

ち
､

将
来
の

収
益
の

予

想
か

ら

有
形
資
産
の

償
却
費
を

控

除
し

て

推
計
さ

れ

る
｡

こ

の

場
合

､

過

去
の

収
益

性
も

参
考
に

供
さ

れ

る
｡

何
れ

に

し
て

も
､

予

想

収
益
の

計

算
に

は
､

誤
算
が

つ

き

も

の

で

あ

り
､

投
機
の

対

象
と

な
る

(

第
二

版
､

二

四
一

-
五

頁
)

｡

収
穫
逓
増
の

法

則
は

､

産
業
に

お

い

て

は

無
限
に

適
用
さ

れ

る

こ

と

は

あ

り

得
な
い

｡

し
か

し
､

金

融
の

分

野
で

は
､

収

穫
逓
増

の

限

界
点
を

見
つ

け

る

こ

と
は

容

易
で

は

な

い
｡

か

く

し
て

､

ア

メ

リ

カ

に

お

い

て

ほ
､

全

く

純
粋
な

金

融
勢
力
(

p

p

亡

邑
Ⅵ

世

ロ

P

n
･

〔
-

巴

胃
弓
e

ユ

が

確
立

さ

れ

た
｡

そ

れ

は
､

鉄

道
の

合

併
､

産

業

舶
り

J

合

同
､

銀

行
･

保
険
業
の

三

角
形
と

し

て

完

成

し

た
｡

そ

こ

で

は
､

競
争
に

直
面

す
る

必

要
が

な

く
､

独

占
価
格
を

保
証

さ

れ
､

緊
急

時
に

は

政

府
の

援
助

を

期
待
す
る

こ

と

が

出
来
る

(

第
二

版
､

二

五
五

-
二

六
一

頁
)

｡

そ

の

結
果
と

し
て

､

投
資

市

場
と

､

過

剰

生

産
物
の

市
場
と

を

求
め

て
､

近

代
帝

国
主
義
的
拡
張
の

胎
動
が

始
ま
る

(

第
二

版
､

二

六

二

頁
)

｡

ま

た
､

寓
ア

フ

リ

カ

に

お

け

る

最
近
の

歴
史

的

経

験
は

､

資
本

主

義
金

融
の

も
っ

と
も

､

よ

く

ま

と

ま
っ

た

実
例
(
t

訂

ヨ
○

賢
0

0

R
T

p
P
O
t

e

対

句
O
S
-

t
-

○

ロ

○
巾

○

毒
芹

巴
-

賢

か

ロ
P

n
O

e
)

で

あ

る

(

第
二

版
､

二

六

五

頁
)

｡

金

融
業
者
が

中

心
と

な
っ

て
､

鉱
山

､

鉄

道
の

結
合

が

形
成
さ

れ
､

新
聞

､

通

信
の

操
作
に

よ

る

世

論
の

誘
導
と

､

政

治
機
構
の

利
用
が

完
全
に

近
い

ま
で

に

行
な

わ

れ

た
｡

｢

一

握
り

の

人
た

ち
が

､

南
ア

フ

リ

カ

の

金

融
､

産
業

､

政

治
の

運

命
を

､

手

中
に

お

さ

め
て

い

た

と

言
っ

て

よ

い

で

あ

ろ

う
｡

+

(

第
二

版
､

二

七
二

頁
)

『

産
業
制

度
論
』

(

一

九

〇

年
)

に

お

い

て
､

独

占
の

形
成
と

関

係
が

あ

る

の

は
､

第
十

一

章
｢

企
業
の

規
模
+

と

第
十
二

幸
｢

ト

●
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ラ

ス

ト

と

独

占
+

で

あ

る
｡

｢

企

業
の

規
模
+

に

お

い

て

は
､

大

規

模
利
益
の

原
理
が

､

す
べ

て

の

産
業
に

通
用
さ

れ

る

全

面

的
な

法

則
(

∽

弓
e
e

甘
口

的

g
e

ロ
e

邑
-

邑
i

O

且

で

は

な
い

こ

と
が

指
摘
さ

れ

る
｡

大

規
模
経
営
の

利
益
が

支
配
的
な

産
業
は

､

金

融
業

､

交
通

運

輸
業

､

鉱
山

業
､

繊
維

･

金
属

･

建
築
に

関

連

す

る

主

要

産

業
､

お

よ

び

大

都
市
に

お

け
る

主
要
な

財
と

サ

ー

ビ

ス

の

配
給

業

で

あ

る
｡

特
に

､

イ

ギ

リ

ス

の

過
去
二

十

年
間
に

お

け
る

銀

行

業

に

お

け

る

急

速
な

結
合
(

0

0

β
S

O
-

岩
m

己
O

n
)

は
､

金

融
に

串

け
る

集

中

化

傾
向
の

顕
著
な

展
示
で

あ
る

と

さ

れ

る

(

初
版

一

八
三

頁
)

｡

他
方

､

農

業
､

製
造

業
の

う
ち
で

生

産
工

程
が

補
助

的
で

あ

り

需
要
が

不

規
則
な

も
の

､

小

売
業
の

大

部
分

､

多
く
の

自
由
職
業

､

サ

ー

ビ

ス

業
な

ど

で

は
､

小

企
業
が

残

存
す
る

傾
向
が

あ

る
｡

そ

の

理

由
は

､

こ

れ

ら
の

産
業
の

生

産
工

程
の

特
質
と

､

そ

こ

で

用

い

ら
れ

る

原
料
と

に

つ

い

て
､

熟
練

､

配
慮

､

判
断

､

性
格
な

ど

の

人

間
的

要
因
が

大
き

く

作
用

す
る

か

ら
で

あ
る

｡

し

か

し
､

小

企
業
の

多
く
は

､

と

く

に

製
造

業
と

配
給
業
に

お

い

て
､

大
企

業

に

対

す
る

従

属
性
が

強
く
な

る

傾
向

に

あ
る

｡

そ

れ

は
､

大
企

業

が
､

必

要
な

原
料

､

商
品
の

運

搬
､

販

売
､

お

よ

び
､

金

融
上
の

補
助

な

ど
に

よ
っ

て
､

小
企

業
に

対

す
る

支

配

力
を

強
め
て

い

る

か

ら
で

あ

る

(

初

版
一

八
三

-
四

頁
)

｡

第
十
二

幸
｢

ト

ラ

ス

ト

と

独

占
+

に

お

い

て

は
､

ま

ず
､

｢

低

廉
生

産
単
位
+

(

○

訂
名

喜
-

i

t

O
f

唱
○
(

F

邑
○

ロ
)

な

る

概
念
が

示
さ

れ

る
｡

こ

れ

は
､

M
材
料
費

､

榊
貸
金

､

川
経

常
費
(

浄

昌
巴
β

g

e
M

七
e

ロ

琵
払

)

の

総
合

計
算
に

よ
っ

て

得
ら
れ

る
｡

U
材

料

費
に

つ

い

て

は
､

小

企

業
に

此

し

て
､

大
企
業
な

ら

び

に

中

規
模
企

業
は

､

市

場
知
識
や

金

融
力
に

よ

っ

て
､

大

量
購
入
の

利
益
を

得
る

可
能

性
が

多
い

｡

た

だ

し
､

大
企
業
が

原
料
購
入
に

お

い

て

得
る

利
益

に

は
､

投
機
的
な

性
格
も

あ

る

の

で
､

一

概
に

言

え

な
い

｡

榊
賃

金

に

つ

い

て

は
､

分

業
の

利
益
が

考
え

ら

れ

る
｡

し
か

し
､

分

業

の

利
益

に

は

限

度
が

存
在
す
る

し
､

製
造

業
に

お

け

る

｢

完
全
な

分

化
+

(

2
-

-

已

評
言
n
t

-

巳
-

O

n
)

に

も

限

度
が

存

す

る
｡

川
経
常

費
は

､

購
入

､

生

産
､

版
売
の

全

費
用
か

ら
､

材
料
費
と

貸
金

を

控
除
し

た

も
の

で

あ
る

｡

そ

れ

は

地

代
､

機
械
及

び

建
物
の

償
却

費
､

動
力
費

､

光
熱
費

､

保
全

監

督
費

､

事
務
費

､

旅

費
､

広
告

費
な
ど

､

企
業
活

動
の

継
続
に

必

要
と

さ

れ

る

も
の

で

あ

る
｡

大

規
模
生

産
の

利
益
は

､

主
と

し
て

､

こ

れ

ら
の

経
常

費
の

節

約
に

あ
る

｡

し
か

し
､

ホ

ブ

ソ

ン

は
､

こ

れ

ら
の

費
用
に

つ

い

て

も
､

規
模
の

拡
大
に

つ

れ

て
､

比

較
的

早

く

最
高
能
率
の

限

度
に

達
す

る

と

考
え
る

｡

そ

し

て
､

｢

最
低
廉
生

産
単
位
+

は

つ

ぎ

の

よ

う

∂

に

決
定

さ

れ

る
｡

た

と

え

ば
､

材
料

費
の

観
点
か

ら
は

､

二

十

単

3 9

心
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位
の

生

産

物
の

生

産
が

最
適
生

産
量
で

あ

り
､

賃
金
の

観
点

か

ら

は

四

十

単
位

､

経
常
費
の

観
点
か

ら

は

四

十

単
位
が

最
適
で

あ

る

と

す
る

｡

こ

の

場
合

､

こ

れ

ら
の

単
位
の

総
合

計

算
に

よ
っ

て
､

｢

最
低

廉
生

産
単
位
+

が

決
定
さ

れ

る
｡

｢

低
廉
生

産

単
位
+

は

工

場
規
模
に

も
､

経

営
規

模
に

も

適
用

さ

れ

る
｡

と
こ

ろ
で

､

工

場
規
模
と

経

営

規
模
は

同

じ
で

あ

る

と

は

限
ら

な
い

｡

経
営

規
模
を

工

場
規
模
よ

り

大

き

く

す

る

も

の

は

｢

金

融
の

利
益
+

で

あ
る

｡

㈲
経

営
政

策
の

緊
急
の

変
化

､

糊
突

然
の

大

注

文
､

桝
多
品

種
の

生

産
品

､

細
割
高
の

広
告

費
と

販

売

費
､

な

ど

を

必

要
と

す
る

企

業
で

は
､

こ

の

｢

金

融
の

利
益
+

が

働
い

て
､

経

営

規
模
を

工

場

規
模
よ

り

大
な

ら

し

め

る

(

初

版
､

一

八
五

-
一

八

九

頁
)

｡

こ

の

よ

う
に

し

て

拡
大

さ

れ

た

経
営
規
模
は

､

最
高
の

利
潤
率

を

も
つ

｢

最
大

能
率
の

経

営

単

位
+

(

{

岩
巴
ロ
e

訟

ロ

n

芹

O
h

ヨ
P
舛

T

m
∈
ロ

｡

哲
i

｡

n
｡

ユ

に

ま
で

い

た

る
｡

し
か

し
､

こ

の

規
模
は

､

依

然
と

し

て

｢

低
廉
生

産
単
位
+

の

条
件
を

有
し

て

い

る
｡

と
こ

ろ

が
､

経

営

規
模
は

､

二

の

限

度
を

越

え

て
､

さ

ら

に

拡

大

さ

れ

る
｡

企
業
は

そ

の

規
模
を

拡

張
す
る

こ

と

に

よ

り

危

険
が

増

大

し
､

平
均

利
潤
が

下
が

る

と

し
て

も
､

注
文

を

断
わ
る

こ

と

は

滅

多
に

で

き

な
い

し
､

ま
た

拡

張
の

誘
惑
に

は

勝
て

な
い

も
の

だ

か

ら
で

あ
る

｡

こ

の

｢

低
廉
生

産
単
位
+

の

無

視
は

､

競
争
排
除
の

跳

手

段
と

し

て

と

ら

れ

る

も
の

で
､

最
高

利
潤
率
の

代
り

に
､

よ

り

大
な

る

総
利
潤
量
を

め
ざ

す
も
の

で

あ

る

(

初
版

､

一

八

九

-
一

九

一

頁
)

｡

し

か

し
､

｢

低
廉
生

産
単
位
+

そ

の

も
の

を

拡
大

す
る

要

因
が

あ
る

｡

そ

れ

は

㈱
原

材
料
へ

の

接
近

が

容

易
で

あ

る

こ

と
､

肘
輸

送
の

便
宜

､

叫
関

税
､

補
助
金

な

ど
の

法

的
特

典
､

仙
特
許
や

税

額
の

生

産
方

法
､

な

ど
で

あ

る
｡

こ

れ

は
､

独

占
が

形
成
さ

れ

る

条
件
で

あ
っ

て
､

こ

の

う

ち
で

､

輸
送
の

便
宜
が

特
に

強
調
さ

れ

て

い

る

(

初

版
､

一

九
一

1
一

九
二

頁
)

｡

か

く

し
て

､

独

占
が

形
成
さ

れ

る

の

で

あ

る

が
､

独

占
の

形
態

は

ひ

じ
ょ

う
に

多
く
ト

ラ

ス

ト
､

カ

ル

テ
ル

､

リ

ン

グ

(

ユ
ロ

巴
､

プ

ー

ル

(

官
○
-

)

､

ア

ラ

イ

ヤ

ン

ス

(

巴
-

-

巴
岩
e

)
､

カ

ン

フ

ァ

ラ

ン

ス

(

○

昌
訂
→

①

ロ
O

e
)

､

ア

ソ

シ

ュ

イ

シ

ョ

ン

､

ア

グ

リ

ー

メ

ン

ト

な

ど
が

あ

る
｡

商
品
の

規
椅
が

一

定
で

､

需
要
が

大
き

く
､

か

つ
､

規
則
的
で

あ

る

場
合

ほ
､

緊
密
な

連
合

体
が

結
成
さ

れ

る
｡

商
品

の

規

格
化

が

不

可

能
で

あ

り
､

原
材
料

､

お

よ

び
､

製
法
が

不

規

則
な

場
合
に

は
､

弛
い

連
合

体
が

で

き

る

(

初

版
､

一

九
三

頁
)

｡

そ

し

て
､

経
営
規
模
の

拡
大
に

さ

い

し

て

は
､

次
の

諸

点
が

考

慮
さ

れ

る
｡

付
単

一

生

産
退

避
に

お

け

る

｢

最
低
廉
生

産
単
位
+

､

●

■l
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批
単

一

企
業
の

も
と

に

お

け

る

｢

最
低
廉

生

産
単
位
+

の

グ

ル

ー

プ
､

抽
合
同
∵

ぁ

る

い

は
､

い

ろ
い

ろ

な

強
度
の

協
定
に

よ

る

以

上
の

グ

ル

ー

プ

の

結
合

､

伽

同

じ

等
級
の

商
品
の

生

産
と

分

配

に

関

連
を

も
つ

一

群
の

生

産
単
位
を

､

単
一

の

商

業

的
､

あ

る

い

は
､

金
融
的

支

配
に

包

含
す

る

こ

と
で

あ
る

(

初

版
､

一

九

四

頁
)

｡

つ

ぎ
に

､

以
上

の

よ

う
な

独

占
化

を

阻

止

す

る

要

因
と

し

て

は
､

収
益

逓

減
の

法
則
は

決
し
て

十

分
で

ほ

な
い

｡

こ

の

他

に
､

残

存
す
る

企
業
と

の

競
争

､

需
要
の

弾
力
性

､

代
替
の

可

能
性
な

ど

も
､

独

占
の

阻
止

要
因
と

し
て

考
え

ら
れ

る

(

初

版
､

一

九

六

-

七

頁
)

｡

ま

た
､

独

占
利
潤
は

､

価

格
支

配
の

み

で

な

く
､

低
廉
な

原
材

料
､

運

賃
､

労
働
力
に

対

す
る

支
配
か

ら

も

得
ら

れ

る
｡

ト

ラ

ス

ト

は

熟
練
労
働
者
に

対

し
て

､

高
賃
金

､

利

潤
分

配
の

プ

ラ

ン

を

与

え

る

場
合
も

あ

る
｡

し
か

し
､

こ

れ

ら

は

労
働
者
を

労
働
運

動

か

ら
び

き

離
す

手

段
で

あ

る

こ

と

が

多
く

､

ト

ラ

ス

ト

に

お

け
る

一

般
的
な

労

働
条

件
は

決
し

て

よ

い

と

は

言
え

な
い
(

初
版

､

一

九

八

-
二

〇

〇

頁
)

｡
六

イ

ギ

リ

ス

に

お

け
る

独

占
の

展
開
を

､

ホ

ブ

ソ

ン

ほ

ど

の

よ

う

●

占■

に

把

捉

し
て

い

た

か
｡

と

く

に
､

一

入

九
一

年
の

｢

価
格
に

お

け

る

独

占
の

要
素
+

と
い

う
論
文
か

ら
､

一

九

〇
九

年
の

『

産
業
制

度
論
』

に

い

た

る

ま
で

の

時
期
に

お

け
る

約
二

十

年
間
の

イ

ギ
リ

ス

に

お

け
る

独

占
展
開

に

つ

い

て
､

ホ

ブ

ソ

ン

は

ど
の

よ

う
な

分

析
を

し
て

い

る

か
｡

こ

の

点

に

関

し

て

は
､

『

近

代

資
本

主

義
の

進
化
』

の

第
二

版
(

一

九

〇

六

年
)

に

お

け
る

独

占
分

析
の

検
討
が

必

要
で

あ
る

｡

何

故
か

と

言

え

ば
､

こ

の

第
二

版
は

､

初

版
(

一

八

九

四

年
)

以

後
の

イ

ギ

リ

ス

資
本
主

義
の

構
造

変
化

､

と

く
に

､

そ

の

変
化
に

と

も

な

う

独

占
の

形
成
に

つ

い

て
､

当

時
に

お

け

る

最

新
の

資
料
で

あ

る

マ

ク

ロ

ス

テ

ィ

の

独

眉
分

析
を

利

用
し
て

書

改

め

ら

れ

た

も

の

だ

か

ら
で

あ

る
｡

し
た

が

っ

て
､

こ

の

苔
改

め

ら

れ

た

部
分
の

う

ち
で

､

イ

ギ

リ

ス

に

お

け
る

独

占
の

形

成
に

関

す
る

部
分
が

､

わ

れ

わ

れ

の

検

討
す
べ

き

部
分
で

あ

る
｡

す
で

に
､

指
摘
さ

れ

た

よ

う
に

､

第
二

版
で

は
､

独

占
の

展
開

と

と

も
に

､

他

面
に

お

い

て

小

企
業
の

根

強
い

残

存
の

あ

る

こ

と
､

そ

し
て

､

運

輸
業

､

金

融
業

､

お

よ

び
､

流
通
過

程
に

お

け

る

集
中

化
の

展
開
の

あ
っ

た

こ

と

が
､

新

し

く

と

り

上

げ

ら

れ

た
｡

第
八

草
｢

カ

ル

テ
ル

と

ト

ラ

ス

ト
+

に

お

い

て

は
､

と

く

に
､

ヤ

′

第
十

四

節
｢

イ

ギ

リ

ス

に

お

け
る

連
合
の

起
源
+

､

第
十

五

節
｢

イ

朗
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ギ

リ

ス

に

お

け
る

ト

ラ

ス

ト
+

が
､

わ

れ

わ

れ

の

注

目
を

び

く
｡

そ
こ

で

は
､

ま

ず
､

ア

メ

リ

カ

に

お

い

て

ト

ラ
ス

ト

形
成
の

条

件

で

あ
っ

た

関

税
､

鉄
道
に

よ

る

独

占
形

成
な

ど

は
､

イ

ギ

リ

ス

に

は

存
在
し

な
い

に

も
か

か

わ

ら

ず
､

独

占
の

形

成
さ

れ

た

こ

と

が

指
摘
さ

れ

る
｡

す
な
わ

ち
､

イ

ギ

リ

ス

に

お

い

て

も
､

ア

メ

リ

カ

の

ト

ラ

ス

ト
胤

ど
に

は

強
力
で

は

な
か

っ

た

が
､

金

属
工

業
､

お

よ

び
､

そ

の

他
の

エ

業
で

､

連
合

が

形

成
さ

れ
､

あ
る

巷
度
の

価

格
支

配
が

行
な

わ
れ

て

い

た
｡

イ

ギ

リ

ス

に

お

い

て

協

多
く
の

ト

ラ

ス

ト

が

形

成
さ

れ

て

お

り
､

そ

の

基

礎
は

､

∴
ハ

テ
ン

ト
､

税

額

の

生

産
方

法
､

長
年
の

経
営

技
能
と

労

働
者
の

技
能
な

ど

に

も

と

づ

く
､

企
業
の

の

れ

ん

と

名

声
と
で

あ
っ

た
｡

原
材
料
を

安
く

確

保
す
る

た

め
に

､

石

炭
船
を

自

ら

運

航
し
た

り
､

外

国
の

鉱
山

を

買
収
し

た

鉄

鋼
･

金

属
企

業
も

あ

る
｡

政

府
や

､

他
の

独

占
体

と

特
殊
契
約
を

結
ぶ

場
合

も
あ

る
｡

新
商
品
や

高
級
化
に

よ

る

新
市

場
の

創
出
も

独

占
の

条
件
と

な
っ

た
｡

イ

ギ

リ

ス

に

お

け
る

ト

ラ

ス

ト

で
､

ソ

ル

ト
･

ユ

ニ

オ

ン

(

一

八

八

年
結
成
)

､

ユ

ナ

イ

テ

ア

ド
･

ア

ル

カ

リ
･

カ

ム

パ

ニ

ー

(

一

八

九
一

年
)

の

両

者
は

何
れ

も
､

外

国

と
の

競
争
に

よ

り

崩

壊
し

た
｡

繊
維
産
業
に

お

い

て

も
､

多
く
の

ト

ラ

ス

ト

が

形
成
さ

れ

た

が

失
敗
す

る

も
の

が

多
か
っ

た
｡

ホ

ブ

ソ

ン

ほ
､

さ

ら
に

マ

ク

ロ

ス

テ

イ

が
一

九

〇
二

年
の

エ

コ

ノ
､

､

､

ブ

タ
･

ジ

ャ

ー

ナ

ル

に

発
表

舶
【
ノ

J

し

た

イ

ギ
リ

ス

の

ト

ラ

ス

ト

の

一

覧
表
を

引

用
し

､

成
功
し
た

ト

ラ

ス

ト

は

国
際
的
な

も
の

で

あ

り
､

世

界
市
場
を

支
配
し
て

い

る

も

の

で

あ
る

こ

と

を

指

摘
し
て

い

る
｡

(

そ

れ

ら

は
､

錬
推

産
業
の

l
･

幹

竹
･

C
O

賢
ヱ

ま

た
､

国

民

的

な

趣

味
や

諸

条

件
と

関

連
の

深
い

弓
巴
-

勺

名
e

→

呂
巴
岩
訂
O
t

声

冒
謡

い

外

国
と

の

競
走
が

あ

ま

り

実

際
的
で

な
い

石

炭
業
に

お

け
る

ト

ラ

ス

ト

な

ど
で

あ
る

｡

)

ま

た

酒
造
業
に

は

ト

ラ

ス

ト

が

形
成
さ

れ

る

基
盤

と

し
て

､

各
地

方

市
場
の

独

占
が

存
在
す

る
｡

通

信
事
業
に

も

技
術
的
に

独

占
の

基
盤

が

あ

り
､

鉄
道
に

お

い

て

も
､

料
金

決
定
に

さ

い

し
て

､

競
争
を

排
除
す
る

手

段
が

と

ら
れ

て

い

た

こ

と

が

指
摘
さ

れ

て

い

る
｡

以
上

に

み

ら

れ

る

よ

う
に

､

ホ

ブ

ソ

ン

が

イ

ギ

リ

ス

の

独

占
形

成
に

お

け
る

促
進
的

条

件
と

し
て

挙
げ
て

い

る

も
の

は
､

企
業
の

の

れ

ん
､

名

声
､

国

際
市
場
の

支

配
な

ど
､

何
れ

も
､

先

進
資
本

主

義
国

的
条
件
に

他

な

ら

な
い

｡

ホ

ブ

ソ

ン

は

関

税
､

保

護
主

義

政

策
な

ど
､

後
進
資
本

主

義
国
に

お

け
る

独

占

形
成
条
件
が

な
い

イ

ギ

リ

ス

に

も
､

独

占
の

形
成
が

進
み

つ

つ

あ

る

こ

と

を

指
摘
し

た

の

で

あ
る

｡

つ

ぎ
に

､

ホ

ブ

ソ

ン

の

理

論
展
開
に

お

い

て
､

独

占
論
ほ

ど
の

よ

う

な

地

位
を

占
め

る

で

あ

ろ

う
か

｡

す
で

に

示

さ

れ

た

よ

う

嘲

仙
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沖

●

■

に
､

所
得

分

配
の

不

平
等

↓
過

剰
貯
蓄

1
剰

余
の

海
外

投
資
↓
外

交
政

策
へ

の

影
響
↓
金

融
業
者
の

役
割
と

い

う

『

帝

国

主

義
論
』

の

形

成
過

程
に

お

い

て
､

所
得
分

配
の

不

平
等
1
過

剰
貯

蓄

↓
剰

余
の

海
外

投
資
と
い

う

展
開
の

背
後
に

あ
る

も
の

は
､

資
本
の

集

中
･

独

占
の

形
成

過

程
に

ほ

か

な

ら

な

い
｡

ホ

ブ

ソ

ン

は
､

イ

ギ

リ

ス

に

お

け
る

独

占
形

成
へ

の

条
件
を

､

先

進
資
本
主

義
国
的

条
件
に

求
め

て

い

る

と

み

て

よ

い
｡

す
な

わ

ち
､

か

れ

は

資
本

主

義
の

先

進
､

後
進
に

か

か

わ

ら

ず
､

独

占
の

展
開
が

あ

る

と

考

え
て

い

る
｡.

イ

ギ

リ

ス

に

お

い

て

は
､

そ

の

先

進
資
本
主

義
国
的

条
件
の

上

に
､

そ

し

て
､

後
進
資
本

主

義
国
の

独

占
形
成
に

対

応
⊥

て

独

占

が

展
開
す
る

｡

ま
た

､

ロ

ン

ド

ン

を

中

心

と

す
る

金

融
業
者
の

寄

生

性
､

投
機

性
､

さ

ら
に

､

国

際
性
が

､

イ

ギ

リ

ス

産
業
に

お

け

る

独

占
形
成
と

金

融
独

占
の

剋
織
的
関

連
の

展
開
を

複
薙
に

し

た

も
の

と

思

わ

れ

る
｡

(

一

九

六

五

年

十
二

月
)

(

明

治

学
院
大

学

教

授
)




